平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)第 (だい)２回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２９年 (ねん)５月 (がつ)１９日 (にち)（金）１３：３０～１５：３０
[bookmark: _GoBack]場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)８名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）５月 (がつ)２１日 (にち)（日 (にち)）事業所 (じぎょうしょ)職員向け (しょくいんむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)（午前 (ごぜん)）に向けて (むけて)　　福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)へ新た (あらた)に配属 (はいぞく)された方 (かた)などを対象 (たいしょう)とした研修会 (けんしゅうかい)があります。その研修 (けんしゅう)の中 (なか)で伝えたい (つたえたい)事 (こと)について意見 (いけん)を出し合いました (だしあいました)。

（２）当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について
前回 (ぜんかい)の話し合い (はなしあい)で、今年度 (こんねんど)も当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)に継続 (けいぞく)して取 (と)り組 (く)んでいくということとなりました。第２回 (だいにかい)プロジェクト (ぷろじぇくと)では今年度 (こんねんど)地域 (ちいき)開催 (かいさい)の目的 (もくてき)や場所 (ばしょ)について話 (はな)し合 (あ)いました。


	（１）５月 (がつ)２１日 (にち)（日 (にち)）事業所 (じぎょうしょ)職員向け (しょくいんむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)（午前 (ごぜん)）に向けて (むけて)

	〇どういった事 (こと)を伝えて (つたえて)いきたいでしょうか。
・本人 (ほんにん)に寄 (よ)り添 (そ)ってほしいです。
・支援者 (しえんしゃ)と距離 (きょり)を感 (かん)じることがあります。
・支援者 (しえんしゃ)の言葉 (ことば)一 (ひと)つ一 (ひと)つに敏感 (びんかん)になります。
・提案 (ていあん)ばかりされて、私 (わたし)の思 (おも)いは聞 (き)いてもらえません。
・何 (なに)をしたらいいかわからない時 (とき)に、相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)に相談 (そうだん)したけれど、信頼 (しんらい)関係 (かんけい)が築 (きず)けていなかったので、相談 (そうだん)していいのかと不安 (ふあん)になりました。
・支援者 (しえんしゃ)に相談 (そうだん)をしている間 (あいだ)に関係 (かんけい)を築 (きず)くことが出来 (でき)ました。
・親 (おや)とどうやって暮 (く)らすか、施設 (しせつ)に入 (はい)った方 (ほう)がいいのかなどを考 (かんが)えたとき、心細 (こころぼそ)くなりました。
・施設側 (しせつがわ)の運営 (うんえい)における限界 (げんかい)と本人 (ほんにん)の希望 (きぼう)に差 (さ)があると思 (おも)います。
・介助 (かいじょ)時間 (じかん)が少 (すく)ないことについては話 (はな)し合 (あ)いの余地 (よち)がない状況 (じょうきょう)です。
・自身 (じしん)の生活 (せいかつ)における地域 (ちいき)との繋 (つな)がりについて伝 (つた)えるのはどうでしょうか。
・決 (き)めるのは本人 (ほんにん)であり、支援者 (しえんしゃ)が決 (き)めるのではないということを伝 (つた)えていかなければいけないと思 (おも)います。
・支援者 (しえんしゃ)と信頼 (しんらい)関係 (かんけい)を築 (きず)くことは必要 (ひつよう)だが、友達 (ともだち)関係 (かんけい)になると気 (き)を使 (つか)ってしまい頼 (たの)みたいことが頼 (たの)めなくなると思 (おも)います。



	（２）当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について

	〇前回 (ぜんかい)の話 (はな)し合 (あ)いで、今年度 (こんねんど)も当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)に継続 (けいぞく)して取 (と)り組 (く)んでいくということになりました。
1 目的 (もくてき)やテーマ (てーま)はどうすればいいでしょうか。
・現在 (げんざい)、プロジェクト (ぷろじぇくと)が津 (つ)のみでの開催 (かいさい)となっていて、参加 (さんか)できない人 (ひと)もいます。地域 (ちいき)で開催 (かいさい)することで、現在 (げんざい)参加 (さんか)ができていない人 (ひと)の話 (はなし)を聞 (き)くことができ、プロジェクト (ぷろじぇくと)のメンバー (めんばー)にとっても新 (あら)たな学 (まな)びにつながると思 (おも)います。
⇒今年度 (こんねんど)は昨 (さく)年度 (ねんど)と同様 (どうよう)に取 (と)り組 (く)んでいくこととなりました。
2 開催 (かいさい)場所 (ばしょ)はどこがいいでしょうか。
（案）・聖 (せい)マッテヤ心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)
・イーエスクレヨン (いーえすくれよん)
・八 (はち)野 (の)生活 (せいかつ)介護 (かいご)センター (せんたー)
⇒次回 (じかい)プロジェクト (ぷろじぇくと)までに事業所 (じぎょうしょ)に連絡 (れんらく)を取 (と)り、結果 (けっか)を踏 (ふ)まえて地域 (ちいき)開催 (かいさい)について引 (ひ)き続 (つづ)き話 (はな)し合 (あ)いをすることとなりました。



３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・６月 (がつ)２０日 (にち)（火）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　　　基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)の振返り (ふりかえり)と相談 (そうだｎ)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)に向 (む)けた話 (はな)し合 (あ)いとプロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について話 (はな)し合 (あ)います。
　　　・７月 (がつ)６日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　・８月 (がつ)２４日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　・９月 (がつ)２１日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　（２）研修会 (けんしゅうかい)の予定 (よてい)
　　　・７月 (がつ)２０日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)…相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)

○平成２９年度第 (だい)３回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)３回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２９年 (ねん)６月 (がつ)２０日 (にち)（火）午後 (ごご)１時 (１じ)３０分 (３０ぷん)からです。
